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3

ふ
は
、
岡
民
生
泊
又
は
世
野
生
活
に
於
r
L

そ
れ
ぞ
れ
の
組
問
生
前
目
的
佐
賀
羽
ず
る
に
首
り
、
岡
京

又
は
国
際
闇
腫
が
行
ふ
所
の
賞
現
方
策
を
指
す
。
そ
れ
は
政
治
的
方
策
で
あ
り
、
目
的
を
実
現
す
る
賞
絡
の
一
不
命

で
あ
る
。
こ
の
示
命
は
政
策
念
行
ふ
者
が
自
ら
引
受
け
る
一
不
命
で
あ
り
、
同
時
に
政
策
を
差
向
け
ら
れ
る
人
々
に

謝
す
る
一
不
命
で
あ
る
。
政
策
研
究
と
言
ふ
と
き
は
、
こ
の
示
命
を
そ
の
ま
h

に
し
て
、
専
ら
常
魚
如
何
を
判
定
す

る
こ
と
を
指
す
。
岡
家
又
は
圃
際
闇
躍
が
執
る
所
の
一
定
の
行
動
が
、
圃
民
生
活
又
は
世
界
生
活
の
目
的
責
現
に

と
っ
て
、
駒
田
篤
と
し
て
肯
定
せ
ら
る
〉
や
否
や
を
判
断
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
政
策
研
究
で
あ
る
。
・
炭
く
政
策
の
研

究
L
L
言
ふ
と
き
は
、
現
賞
態
と
し
て
の
政
策
に
劃
し
て
認
識
を
求
め
る
場
合
と
貫
現
せ
ら
る
べ
き
政
策
の
営
否
を

判
定
す
る
場
合
と
の
二
つ
の
任
務
が
あ
る
が
、
こ
h

に
政
策
軒
究
と
一
一
員
ふ
は
遁
設
の
如
〈
後
者
に
限
ら
れ
る
。
ま

、
、
、

.. 

、‘.

に
政
策
に
は
圃
家
が
行
ふ
岡
民
政
策
と
岡
際
圏
瞳
炉
、
行
ふ
世
界
政
策
と
の
別
が
あ
る
が
、
後
者
は
紙
幅
の
都
合
に

て
こ
れ
を
省
き
、
以
下
に
政
策
と
言
ふ
は
岡
民
政
策
を
指
す
の
で
あ
る
。
一
応
に
ま
た
政
策
研
究
に
就
て
は
主

E
し

て
経
済
政
策
が
問
題
と
さ
れ
る
が
、
園
民
生
活
に
於
け
る
保
安
政
策
・
枇
曾
政
策
・
人
口
政
策
・
衛
生
政
策
・
教
育



政
策
な
ど
も
等
し

t
問
題
と
な
り
如
何
る
。

政
策
ほ
嘗
矯
の
一
不
命
と
し
て
の
闘
家
の
行
動
で
あ
る
。
従
っ
て
西
洋
撃
者
が
好
ん
で
説
明
す
る
や
う
な
、
政
策

を
以
て
目
的
を
達
す
る
方
法
又
は
手
段
と
な
す
見
解
を
こ
、
に
正
し
て
置
き
た
い
。
目
的
に
仲
ふ
も
の
は
宜
現
の

、

.

、

.

、

.

、

.

、

"

、

明

、

.

、

.

活
動
と
そ
の
成
績
と
で
あ
っ
て
、
方
法
は
賓
現
活
動
が
如
何
に
行
は
れ
る
か
の
仕
方
で
あ
り
、
手
段
は
活
動
の
過

程
に
取
入
れ
ら
れ
る
有
形
無
形
の
物
件
で
あ
る
。
政
策
は
岡
民
生
活
の
目
的
を
寅
現
す
る
岡
家
の
活
動
で
あ
り
、

そ
の
主
た
る
規
定
内
容
は
何
含
矯
す
か
の
事
行
そ
の
も
の
で
あ
旬
、
如
何
に
な
す
か
の
仕
方
と
何
を
用
ゐ
て
尽
す

か
の
物
件
と
は
事
行
に
陥
仲
す
る
も
の
で
あ
り
‘
方
法
や
手
段
、
殊
に
手
陪
は
目
的
左
相
謝
す
る
も
の
で
は
な
い
。

目
的
及
日
成
輸
の
円
糸
川
公
見
A
V
¥

目
崎
及
川
山
手
段
の
概
念
に
川
¥
ら
れ
て
み
る
の
が

J
多
〈
の
阿
伴
感
4

仰
の
油
燃

で
あ
る
。
従
っ
て
例
へ
ば
マ
ッ
ク
ス
・
ゥ
ェ
!
バ
!
の
如
き
も
政
策
を
手
段

b
見
る
か
ら
、
手
段
は
目
的
貿
現
の
可

能
性
を
持
つ
が
行
動
と
し
て
の
必
定
性
を
持
だ
な
い
、
必
定
性
を
持
た
な
い
手
段
の
取
制
ペ
だ
け
で
は
濁
立
の
科

皐
は
成
立
し
な
い
、
故
に
彼
に
と
っ
て
は
政
策
皐
の
自
立
性
が
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
政
策
閣
内
干
の
成
否
如

何
は
後
に
述
べ
る
左
し
て
、
た
づ
こ
冶
で
は
政
策
を
手
段
と
見
る
誤
謬
を
明
か
し
て
置
き
た
い
。
政
策
は
目
的
貸

現
の
行
動
で
あ
る
か
ら
、
目
的
寅
現
が
必
定
で
あ
る
限
り
は
行
動
色
亦
必
定
で
あ
る
。
側
へ
ば
現
時
の
東
北
農
村

救
稗
の
政
策
の
如
き
4
b
.

闘
民
経
済
目
的
を
賞
現
す
る
過
程
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
目
的
質
調
の
手
段
と
し

て
行
は
ー
る
べ
き
や
否
や
が
決
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
目
的
責
現
の
方
向
に
於
て
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
意
志

必
定
的
な
る
岡
家
行
動
で
み
る
。
こ
の
政
策
の
斑
定
内
容
だ
る
世
帯
行
は
、
こ
の
農
村
の
特
殊
の
生
産
力
に
調
臨
悔
し

政
策
研
究
に
鴻
f

第
四
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政
策
研
究
に
就
T

第
四
十
容

五
回

第
一
披

五
四

て
、
飢
餓
に
槻
ず
る
農
民
の
生
活
を
安
定
せ
小
レ
め
る
行
動
を
執
る
こ
と
に
あ
る
つ
そ
れ
に
は
様
冷
の
方
法
も
あ
ら

ぅ
、
種
冷
の
手
段
も
あ
ら
う
か
ら
)
ぞ
れ
広
を
謹
揖
す
る
こ
と
は
勿
論
大
切
で
あ
り
、
極
端
に
言
へ
ば
、
手
段
の

適
否
が
事
行
の
成
否
を
決
す
る
と
ま
で
言
ヘ
る
と
し
て
も
.
手
段
や
方
法
だ
け
で
は
政
策
の
意
味
が
益
〈
蹴
落
仁

て
了
ふ
こ
と
に
な
る
。
政
策
は
如
何
に
矯
す
か
と
一
戸
ふ
よ
り
も
、
事
ろ
何
ぞ
偽
す
か
と
一
一
一
日
ム
ザ
」
土
に
重
貼
営
阜
県

帆
し

1
一
一
川
へ
ば
呪
代
凶
作
の
峨
お
は
生
問
の
一
相
LV
功
利
主
義
的
じ
汚
へ
よ
ろ
L
Y
1
9
ゐ
。
例
ヘ
ぱ
多
〈
の
人
は
、

経
掛
生
活
は
一
段
高
き
諸
生
活
の
手
段
で
あ
る
と
-d
ひ
、
生
産
は
消
費
の
手
段
で
あ
る
と
一
一
日
ム
。
甚
し
き
は
岡
家

を
ぱ
個
人
生
活
の
手
段
と
さ
へ
考
へ
る
も
の
も
あ
る
。

尤
も
こ
れ
は
個
人
主
義
と
功
利
主
義
と
の
結
合
で
め
る

が
、
シ
ュ
バ
ン
の
や
う
に
個
人
主
義
を
弾
劾
し
会
盟
主
義
を
高
調
す
る
人
で
あ
っ
て
ふ
、
尚
ほ
経
済
生
活
を
手
陸

と
見
る
手
段
病
が
抜
け
な
い
。
人
々
は
哲
皐
や
利
息
十
の
成
立
根
擦
を
考
へ
る
揚
令
で
も
方
法
論
の
語
を
用
ゐ
る
。

方
法
に
よ
っ
て
哲
撃
や
科
皐
が
出
来
得
る
も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
だ
ら
う
か
。
若
し
も
経
済
生
活
を
手
段
生
活
と
見

る
な
ら
ば
、
経
済
政
策
は
手
段
の
手
段
左
な
る
。
手
段
は
道
具
の
や
う
に
遺
樺
さ
れ
取
替
へ
ら
れ
る
。
我
等
が
経

梼
圃
策
を
確
立
す
る
L
三
一
一
一
日
ふ
と
き
¥
道
具
を
選
び
出
す
や
う
な
軽
い
意
味
で
考
へ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
園
策
は

困
是
の
寅
唄
如
何
を
決
定
す
る
必
定
性
を
持
つ
。
彼
の
生
涯
を
消
費
の
手
段
と
な
す
見
解
は
無

J

産
者
を
し
て
勢

役
に
服
せ
し
め
る
有
産
階
組
思
想
で
あ
る
。
経
済
生
活
を
他
の
生
活
の
手
段
と
な
す
見
解
怯
ギ
グ
グ
庁
・
ロ
ー
マ

か
ら
流
れ
来
っ
た
所
の
奴
隷
念
持
つ
自
由
民
の
思
想
で
あ
る
。

7

F
ク
ス
は
生
産
を
手
段
と
見
守
消
費
を
も
一
種



の
生
産
と
考
へ
、
極
端
明
生
活
を
手
段
と
見
や
他
の
諸
生
活
の
基
礎
と
見
た
。
こ
れ
が
正
し
い
。
マ

Y

タ
ス
の
唯
物
離

は
遅
代
西
洋
の
物
質
文
明
に
劃
す
る
建
設
的
批
判
と
し
て
念
所
を
突
い
て
ゐ
る
。
但
し
我
等
は

T
Y
ク
月
日
皐
ば

な
い
で
も
、
古
か
ら
生
産
第
一
主
義
を
執
り
、
経
岡
稗
世
の
政
策
論
に
親
ん
で
ゐ
る
。
日
本
人
の
中
で
も
西
洋
の

個
八
主
義
や
功
利
主
義
宇
佐
奉
や
る
人
φ

は
、
経
神
岡
策
と
-
一
=
口
ふ
語
一
炉
何
な
意
味
す
石
か
ぞ
了
解
し
得
な
い
で
あ
ら

っ
。
時
代
建
輔
の
秋
に
常
り
、
経
神
岡
策
が
何
と
決
ま
る
か
に
よ
っ
て
闘
民
経
済
が
行
詰
ま
忍
か
立
直
る
か
が
決

、、

ま
る
こ
と
〉
な
り
、
そ
れ
は
ま
た
岡
民
生
活
一
般
の
安
危
を
基
礎
的
に
決
定
す
る
。
政
策
は
に
だ
の
方
法
や
手
段

、
、
、
、

の
や
う
に
み
れ
か
こ
れ
か
と
よ
り
ど
り
に
さ
れ
る
や
う
な
陳
列
品
で
は
な
い
。

そ
の
貼
は
経
漕
政
策
定
も
枇
命
円
政

A
P
-
-
2
〕
h
油
、

J

次
官
-H

し
ち
ま
よ
斗
疑
む
わ
る
。

ゐ

E
f
-
-
u
品
川

U
H
t
L
d
i
-
-
7
I
t
E
A
J
〈

政
策
の
研
究
は
多
く
の
人
冷
ぷ
よ
っ
て
絶
え
歩
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
宇
絶
え
子
問
題
と
な
っ
て

、
、
、

ゐ
る
こ
と
は
、
政
策
研
究
が
果
し
て
問
中
間
的
に
可
能
な
る
や
否
や
の
賄
で
め
る
。
串
間
的
研
究
と
一
吉
ふ
は
、
精
確

に
し
で
盟
系
あ
る
智
識
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
政
策
研
究
に
就
て
言
へ
ば
、
そ
れ
は
一
ふ
の
政
策

が
総
て
の

λ
今
に
よ
っ
て
確
定
せ
る
も
の
と
息
は
れ
る
目
的
を
貫
現
す
る
必
定
の
行
動
で
あ
る
こ
と
が
誼
明
せ
ら

れ
、
叉
同
一
目
的
の
下
に
立
つ
多
〈
の
政
策
論
が
-
組
織
の
中
に
闘
聯
を
保
っ
て
一
韓
併
}
成
す
や
う
に
研
究
す
る

こ
と
で
あ
る
。

政
策
研
究
が
墜
問
的
に
可
能
な
る
や
否
や
に
就
て
は
、
曾
て
ド
イ
ツ
の
皐
界
に
於
て
「
債
値
判
定
論
守
」
と
呼
ぱ

政
策
肝
究
に
枕
て

第
四
十
巻

五
五

第

t虎

五
まi



政
策
研
究
口
就
寸

第
四
十
巻

亙
中
ハ

第

披

五
六

れ
て
烈
し
い
討
論
が
行
は
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

五
日
人
は
今
、

そ
の
論
争
に
困
み
て
批
判
的
に
積
極

的
見
解
を
述
べ
て
見
た
い
。

ド
イ
ツ
の
皐
者
の
中
に
て
政
策
研
究
を
否
定
す
る
論
者
は
、

、.、.、.

判
定
は
主
観
に
止
ま
り
客
観
性
を
快
〈
が
故
に
、
政
策
研
究
は
客
観
性
ぞ
民
ふ
べ
き
血
中
間
的
研
究
に
堪
え
な
い
と

政
策
の
内
容
た
名
債
航

一
丙
ふ
。
こ
れ
に
針
し
白
定
論
者
は
債
値
判
定
に
も
客
劃
性
が
め
る
と
午
一
一
ロ
ふ
。
か
く
て
一
は
主
観
拡
と
呼
ば
れ
、
他

は
客
観
阪
と
呼
ば
れ
、
二
者
は
債
値
判
定
の
基
準
た
る
目
的
又
は
理
想
が
客
観
的
に
存
立
す
る
や
百
ゃ
に
就
て
守

ふ
の

-T
あ
る
。
然
る
に
こ
の
場
合
に

h
蹴
に
止
ま
る
か
率
制
似
性
仁
川
ρ

時
っ
か
と

同
じ
領
値
問
題
を
取
扱
ふ
人
冷
の
聞
に
必
定
的
一
致
が
期
し
得
ら
れ
る
や
否
や
と
一
高
ふ
こ
と
で
あ
る
。

ふ
こ
1
f
は、
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ト
が
金
色
髪
と
黒
色
髪
と
敦
れ
が
美
し
い
か
に
就
て
は
、
決
し
て
人
冷
の
判
断
が
一
致
し
な
い
と
言
つ
七

の
は
、
債
値
判
定
に
必
定
的
一
致
が
成
立
た
な
い
こ
と
を
指
し
に
の
で
あ
る
。
し
か
し
人
々
の
聞
に
必
定
的
一
致

が
成
立
に
な
い
こ
と
を
主
観
的
と
呼
ぶ
の
は
、
各
個
主
観
に
は
一
致
が
な
い
と
言
ふ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

意
味
の
不
一
致
な
ら
ば
解
り
切
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
個
人
は
自
己
目
的
の
貴
現
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
聞
に

は
共
通
叉
は
妥
協
が
め
っ
て
も
普
遍
又
は
一
致
は
成
立
た
な
い
。
京
都
騨
に
集
ま
る
幾
千
の
人
み
が
同
じ
時
間
に

同
じ
場
所
に
居
り
な
が
ら
、

或
は
東
に
或
は
西
に
、

東
に
向
つ
で
も
或
は
東
京
に
或
は
北
陸
に
、

人
様
々
の
方
向

に
往
き
つ
う
あ
る
。
ど
の
列
車
が
放
行
者
に
止
っ
て
債
値
あ
る
か
に
就
て
は
人
ム
干
の
聞
に
必
定
的
一
致
が
な
い
。

さ
れ
ど
修
皐
放
行
に
出
か
け
る
魚
に
京
都
牒
に
集
っ
た
教
師
及
び
皐
生
還
に
あ
っ
て
は
、

一
定
の
列
車
に
慣
値
を

付
す
る
こ
と
に
就
て
必
十
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
同
一
目
的
を
賞
現
す
る
人
冷
に
と
っ
て
組
腫
主
観
が



存
す
る
。
債
値
判
定
に
就
て
人
々
の
聞
に
必
定
的
一
致
が
成
立
つ
や
否
や
は
、
主
制
限
た
る
と
客
観
た
る
と
の
相
違

か
ら
来
る
の
で
は
な
〈
、
各
個
主
観
な
る
か
締
盟
主
観
な
る
か
に
よ
っ
て
岐
れ
る
の
で
あ
る
。
組
盟
主
観
と
客
相
側

と
を
混
同
し
て
は
な
ら
ぬ
。
主
観
と
は
我
れ
が
排
列
せ
る
色
の
を
我
れ
が
見
る
こ
と
で
あ
り
、
客
観
と
は
彼
れ
が

排
列
せ
る
色
の
を
我
れ
が
見
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
手
の
主
観
に
各
個
主
義
と
穂
瞳
主
蹴
と
の
別
が
め
る
。

債
値
判
定
は
飽
く
ま
で
色
主
観
的
判
断
で
あ
っ
て
客
観
的
た
る
こ
と
を
得
な
い
。
選
し
債
値
判
定
は
目
的
責
現

の
過
程
に
生
守
る
知
的
作
用
C
あ
り
、
目
的
は
意
志
が
懐
〈
所
で
あ
り
、
・
貿
践
的
態
度
に
於
て
意
士
山
が
意
士
山
活
動

の
営
否
を
知
る
こ
と
が
便
値
判
定
だ
る
か
ら
で
あ
る
。
哲
嵐
一
a

や
科
皐
や
の
撃
問
的
智
識
は
主
観
性
を
超
え
客
観
性

公
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
一
円
~
?
?
」
ど
岐
、
大
川
叫
の
叩
問
中
者

M
mふ
る
所
μ
ぬ
る
一
ぺ
こ

ω立
味
は
、
期
間
的
智
一
誠

が
同
じ
問
題
を
取
扱
ふ
人
今
の
聞
に
必
定
的
一
一
授
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
-
五
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
地

物
自
然
を
観
察
す
る
場
会
に
は
、
我
等
は
自
然
性
の
色
の
に
劃
し
て
客
観
す
る
。
そ
の
客
観
は
単
に
人
間
意
志
の

立
場
か
ら
行
は
れ
る
か
ら
、
人
間
で
あ
る
以
上
は
何
人
の
所
見
も
必
定
的
に
一
致
す
べ
き
保
障
が
奥
へ
ら
打
て
ゐ

る
。
こ
れ
は
客
観
の
必
定
的
一
致
で
あ
る
。
然
る
に
世
間
生
活
を
見
る
場
合
に
は
、
見
る
者
が
見
ら
れ
る
世
間
の

中
に
立
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
は
客
観
さ
れ
宇
主
観
さ
れ
る
。
但
し
枇
合
自
然
現
象
の
み
は
自
然
で
あ
る
が
故
に

客
観
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
u

し
か
し
こ
の
場
合
L
も
個
人
意
志
の
立
場
か
ら
見
る
と
き
は
、
祉
命
日
は
趨
個
人
的

自
然
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
地
物
自
然
と
は
異
る
存
在
左
し
て
見
ら
れ
る
け
れ
ど
、
自
然
に
劃
す
る
客
観
た
る
こ

と
だ
け
は
同
様
で
あ
る
。
階
粧
意
志
の
立
場
か
ら
見
る
場
合
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
こ
旨
に
地
物
自
然
科
皐
の
研
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究
法
が
個
人
主
義
又
は
階
級
主
義
の
枇
合
科
皐
民
援
用
3
れ
る
理
由
が
あ
る
。
去
に
以
上
の
場
合
に
は
個
人
意
志

の
立
場
か
ら
見
る
と
し
て
も
、
不
等
の
地
位
に
立
つ
者
の
祉
曾
自
然
へ
の
客
観
な
る
貼
に
於
て
、
ド
や
h

高
度
の
必

定
的
一
致
性
が
忠
ま
れ
る
P
階
純
意
志
の
立
場
か
ら
見
る
・
ι

と
き
に
も
、
自
然
へ
L

の
客
観
な
る
黙
に
於
て
は
一
一
致
を

見
る
筈
で
あ
る
が
、
こ
〉
に
は
卦
立
的
な
る
階
級
的
主
離
が
強

t
働
く
か
ら
、
こ
の
鮎
に
於
で
所
見
が
反
一
針
と
な

る
傾
向
が
あ
る
。
誰
人
で
紙
樺
意
志
の
立
場
に
立
っ
と
き
は
、
枇
命
日
自
然
は
依
然
と
し
て
客
観
S
れ
る
が
、
川
相
概

意
士
山
の
ド
に
立
つ
自
然
で
め
る

Hrb、
結
局
は
拙
間
企
槻
い
い
包
踊
お
れ
る
中
間
の
客
蹴
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
は

締
盟
主
観
を
執
る
人
ι
干
の
聞
に
は
所
見
の
必
定
的
一
致
が
保
障
さ
れ
る
。
斯
の
如
〈
世
間
現
象
を
観
察
す
る
場
合

に
も
、
己
に
世
間
の
何
慮
か
ら
見
る
か
に
よ
っ
て
所
見
は
必
し
も
蹄
一
し
な
い

J

轄
じ
て
債
値
判
定
と
な
れ
ば
、

こ
3

に
は
主
観
の
み
が
要
請
さ
れ
て
客
観
全
試
み
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
問
題
は
主
観
に
於
け
る
必
定
的
一
致
の

成
立
如
何
に
あ
る
。

一ー

償
値
判
定
に
於

τ、
各
個
主
制
酬
は
必
然
に
一
致
を
鍛
ぎ
、
組
暗
主
観
は
必
定
的
一
致
を
保
障
さ
れ
る
。
こ
れ
が
五
日

人
の
結
論
で
あ
る
J
」
れ
ま
で
債
値
判
定
は
人
み
に
よ
っ
て
相
違
す
る
と
考
へ
た
の
は
、
寅
践
的
研
究
に
於
て
個
人

主
義
一
の
立
場
を
執
る
か
ら
6

で
あ
る
。
我
等
が
一
た
び
娘
瞳
主
義
|
|
岡
民
政
策
に
就
て
は
岡
民
主
義
十
lu
の
立
場

を
執
る
と
き
は
、
同
じ
立
場
を
執
る
同
志
の
聞
に
於
て
は
、
方
法
や
手
段
に
於
て
は
と
も
か
く
、
政
策
と
し
て
の
領

慎
剣
定
は
憾
で
必
定
的
に
↓
致
す
べ
き
基
礎
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
。
高
人
心
を
一
に
す
る
之
左
の
必
要
は
必
し
も



行
動
に
眠
ら
な
い
で
、
思
想
の
上
に
於
て
也
同
様
で
あ
る
ο

万

1
7
イ
グ
ば
二
人
と
ヲ
λ
と
が
完
全
に
一
致
す
み

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
}
彼
等
が
同
一
の
岬
セ
仰
C
と
き
始
め
て
一
致
じ
得
る
と
一
言
っ
て
ゐ
る
。
人

hTM
銘
。

の
自
己
目
的
宇
佐
賀
羽
し
て
ゐ
る
限
り
は
、
我
は
我
、
彼
は
彼
で
あ
っ
て
、
終
に
一
致
す
る
所
に
出
合
同
は
な
い
。
人

々
が
総
鯉
の
中
に
生
き
、
地
時
の
心
eg
以
で
心
と
す
る
と
き
は
、
た
と
へ
肝
究
の
未
熟
な
る
所
に
意
見
の
封
立
松

生
や
る
と
し
て
も
$
結
局
に
於
て
は
債
値
判
定
の
一
ー
致
に
到
達
す
る
。
立
場
の
相
遣
は
観
照
的
硯
究
日
於
て
邑
必

定
的
一
致
を
期
し
難
い
。
ま
し
て
や
寅
践
的
研
究
十
い
る
官
魚
の
判
定
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
直
も
だ
賀
践
行
動
に
繭

t
自
の
で
あ
る
か
ら
、
立
場
の
桐
迭
は
所
見
の
相
退
伝
一
一
層
仕
官
し
か
ら
し
め
る
。
彼
の
個
人
主
義
叉
は
階
級
主
義

川
町
上
い
立
つ
政
山
川

ω針
立
闘
争
eT日
見

J
o
民
針
諮
の
政
策
は
庇
到
ん
引
い
の
ち
の
な
る
が
故
仁
古
地
お
れ
て
、
必
然
的

に
不
一
致
の
も
の
と
な
っ
て
ゐ
る
。

こ
れ
ま
で
債
値
判
定
の
必
定
的
一
致
を
否
定
す
る
人
ι
了
乞
見
る
と
、
そ
れ
は
皆
な
締
盟
意
志
の
立
場
に
立
つ
こ

と
を
知
ら
な
い
個
人
主
義
者
で
あ
る
。
債
値
判
定
そ
の
こ
と
に
必
定
的
一
致
が
な
い
の
で
は
な
く
、
個
人
主
義
に

立
つ
か
ら
必
然
的
に
不
一
致
と
な
ら
ま
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
個
人
主
義
と
言
ふ
は
、
個
性
の
定
成
と
か
人
格

の
完
成
と
か
を
目
的
と
す
る
生
活
主
義
で
あ
る
。
モ
れ
も
限
界
を
守
る
限
り
は
許
容
さ
れ
る
が
、
個
人
目
的
を
超

へ
て
縮
瞳
の
同
一
目
的
が

λ
々
の
開
に
存
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
個
λ
主
義
者
に
と
っ
て
は
、
同
一
『
目
的
の
下
に

立
つ
総
て
の
人
々
の
間
に
債
値
剣
定
の
必
定
的
一
致
が
成
立
す
忍
こ
と
が
知
h
ノ
得
ら
れ
な
い
筈
で
あ
る
。
個
人
主

義
者
が
集
ま
っ
て
議
曾
を
構
成
し
共
同
の
行
動
を
執
る
と
す
れ
ば
1

多
数
決
よ
り
外
じ
は
方
法
が
な
い
。
し
か
し

政
策
研
究
に
就
て

第
四
十
巻
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策
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て
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巻
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こ
の
多
数
決
で
き
へ
も
、
多
数
決
に
は
服
従
す
る
と
一
一
一
日
ふ
組
員
一
致
の
前
提
の
下
に
成
立
す
名
。
そ
こ
に
議
舎
が

政
策
を
論
議
す
る
資
格
を
奥
へ
ら
れ
、
個
人
主
義
的
議
舎
が
止
揚
さ
れ
る
。

個
人
主
義
者
は
偵
値
判
定
が
経
験
科
皐
的
に
必
定
的
一
一
教
を
期
し
得
な
い
こ
と
に
見
切
を
付
け
る
。
か
く
て
そ

の
科
準
的
研
究
営
地
棄
す
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
向
ほ
政
策
研
究
に
未
練
ぞ
残
す
人
ミ
は
、
去
っ
て
哲
皐
に
於
て

普
遍
尖
賞
的
な
開
想
含
求
め
よ
う

2
す
る
。
こ
の
見
解
は
、
利
曲
目
十
は
事
賃
含
研
究
し
哲
郎
十
は
却
想
を
研
究
す
あ
と

…
一
一
日
ふ
湖
断
的
見
解
に
膿
概
営
求
め
仁
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
状
叶
一
一
汀
い
か
一
に
び
白
熱
利
勝
の
外
に
瑚
祖
母
伊
」
枕
手
持
る
政

士
山
科
皐
を
立
で
る
な
ら
ば
、
政
策
の
科
撃
的
研
究
も
決
し
て
困
難
で
な
い
。
同
時
に
ま
た
個
人
主
義
を
固
執
す
る

に
と
へ
哲
皐
に
救
を
求
め
た
所
が
何
の
効
験
も
め
る
べ
き
筈
は
な
い
。
哲
墜
と
う
一
品
へ
ど
も
個
人
主
義
者

市
拭
り
は
、

の
聞
に
債
値
判
定
の
必
定
的
一
一
設
を
命
令
す
る
権
威
を
有
し
な
い
。
こ
の
一
致
不
一
致
の
岐
る
b

所
は
、
科
皐
か

哲
皐
か
の
相
違
で
は
な
く
、
研
究
者
の
世
間
的
性
格
の
差
異
に
存
す
る
。

階
級
主
義
者
の
債
値
判
定
は
.
同
一
階
級
に
立
つ
人
ゃ
の
聞
に
は
一
致
結
営
見
出
し
、
劃
立
す
る
人
与
の
聞
に

は
必
宇
異
っ
た
嘗
魚
の
剣
定
と
な
っ
て
来
る
。
蓋
し
階
級
は
超
個
人
的
な
る
と
同
時
に
組
聞
意
志
を
否
定
す
る
か

ら
で
め
る
。
向
ほ
ま
た
階
級
主
義
に
立
脚
し
な
く
て
も
園
民
生
活
に
於
け
る
階
級
劃
立
の
意
識
が
激
化
し
て
来
れ

ば
、
政
策
論
は
撮
っ
て
立
つ
べ
き
地
盤
を
荒
ち
さ
れ
て
、
政
策
飢
僅
の
有
様
に
置
か
れ
る
。
支
配
階
級
は
階
級
保

存
に
苦
心
し
て
闘
民
政
策
の
名
の
下
に
階
級
的
政
策
を
強
ゐ
、
反
抗
階
級
は
階
級
的
政
策
を
憎
む
散
り
に
闘
民
政

策
を
一
概
に
否
定
す
る
。
か
く
て
階
級
問
題
を
取
扱
ふ
枇
舎
政
策
論
の
如
き
は
、

一
方
か
ら
は
忌
避
さ
れ
他
方
か



ら
は
排
撃
さ
れ
、
気
息
奄
今
の
状
態
に
あ
る
。
こ
の
窮
境
か
ら
枇
合
政
策
研
究
を
救
ふ
建
は
唯
一
つ
め
る
?
ぞ
れ

は
超
階
紐
的
な
名
園
民
組
瞳
意
志
に
印
く
こ
と
で
あ

ε。
岡
氏
枇
舎
生
活
に
於
て
正
義
の
貫
現
を
考
ヘ
得
る
も
の

は
唯
一
の
闘
民
意
志
の
み
で
あ
る
。

四

岡
民
政
策
の
研
究
は
圃
民
主
義
者
が
こ
れ
に
常
る
と
き
、
始
め
て
そ
れ
ら
の
人
ム
ザ
の
聞
に
必
定
的
一
致
が
保
障

さ
れ
る
。
闘
民
主
義
の
政
策
研
究
と
十
一
日
ふ
は
、
研
究
者
が
岡
民
意
志
に
卸
し
て
、
第
一
に
岡
民
生
活
目
的
の
何
た

る
か
を
向
畳
的
に
必
定
し
、
第
二
に
そ
の
目
的
の
正
営
な
る
こ
と
全
判
定
し
、
こ
h

に
債
値
判
定
の
某
準
を
打
建

て
る
の
で
め
る
、

ι
の
目
的
は
例
究
皆
川
r
作
側
主
倒
的
に
構
砲
し
に
も
の

4

じ
も
な
く
、
ふ
:
た
省
人
に

2
っ
て
盟
d
r

し
い
理
想
で
も
な
い
。
ぞ
れ
は
個
人
が
好
む
L
L
否
と
に
拘
ら
守
佃
人
を
超
越
し
て
寅
在
す
る
も
の
で
あ
り
)
人
冷

は
向
畳
に
よ
っ
て
こ
の
賃
在
の
中
に
進
み
入
る
の
で
あ
る
。
ま
た
人
々
が
こ
の
賞
在
に
却
す
る
左
き
は
、
恰
も
伺

人
が
自
己
の
生
を
ム
同
定
す
る
如
く
、
岡
氏
と
し
て
生
さ
ん
と
す
る
生
活
目
的
を
宵
定
す
る
，
人
若
し
斯
の
如
き
を

越
経
験
的
と
考
ふ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
個
人
に
と
っ
て
超
経
験
的
と
な
る
の
み
に
て
、
超
個
人
的
境
涯
に
住
む
も
の

に
左
つ
て
は
何
の
疑
も
存
し
な
い
時
験
で
あ
る
。
岡
民
生
活
目
的
は
決
し
て
政
策
の
矯
の
濁
断
で
も
な
く
、
偲
定

で
も
な
い
。
ま
た
債
値
判
定
の
基
準
に
る
目
的
又
は
珂
想
は
、
シ
ユ

-Tフ
ー
が
主
眼
し
た
や
う
に
、
劃
立
闘
争
か
ら

後
展
し
て
絡
に
は
寓
人
に
欲
求
さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ら
う
所
の
正
詳
の
統
一
的
判
断
か
ら
来
る
の
で
も
な
い
。
か

¥F

る
微
極
的
な
主
張
で
は
政
策
鳳
一
・
を
否
定
す
る
論
者
を
退
却
せ
し
め
一
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
債
値
剣
定
の
基
準
は

政
策
肝
究
に
枕
一

策
四
十
巻

第

盟主

プミ

r、



政
策
研
究
に
就
て

第
四
十
巻

ム
ノ、

第

軍主

~ 

J、

現
賓
の
穂
龍
生
活
目
的
に
存
す
る
。
こ
の
百
的
は
組
睡
主
観
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

智
識
論
に
於
て
個
人
主
義
を
執
る
者
は

3

頻
り
に
皐
問
的
智
識
の
客
観
性
|
|
人
冷
の
間
の
必
定
的
斗
致
性
|

ー
を
要
求
す
る
。
地
物
自
然
科
息
一
ゐ
如
き
異
の
客
観
に
よ
っ
て
成
立
す
る
準
間
的
智
識
の
研
究
に
は
均
個
人
主
義

や
総
睡
主
義
や
の
差
別
は
存
し
な
い
。
こ
冶
で
は
個
人
主
義
者
も
個
人
主
義
を
執
る
に
及
ば
な
い
で
、
唯
打
ん
問

意
志
の
立
場
を
執
る
だ
け
に
て
人
々
の
聞
に
必
定
的
一
致
を
見
出
し
符
る
。
然
る
に
世
間
科
皐
と
な
れ
ば
、
個
人

主
義
か
階
級
主
義
か
岡
崎
主
識
か
世
界
主
義
い
¥
そ
れ
そ
れ
の
立
場
の
相
識
に
よ
っ
て
問
中
間
的
性
格
が
迷
。
て
府

4
9
0

こ
の
科
墜
の
領
域
に
於
て
個
人
主
義
を
執
る
な
ら
ば
、
組
韓
日
的
は
決
し

τ瞳
験
じ
梓
ら
れ
な
い
。
己
の
L
U
き

世
間
生
活

1
J特
に
岡
民
生
活
l

に
闘
す
る
債
値
剣
定
が
人

Z
聞
に
必
定
的
一
致
を
見
な
い

l
l謂
ゆ
る
客

観
性
を
持
た
な
い

1
ー
と
一
百
ふ
こ
と
は
、
飴
ち
に
も
営
然
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
ま
た
個
人
主
義
者
常
生
活
の

目
的
や
理
組
は
個
人
的
世
界
観
に
よ
っ
て
定
ま
る
か
ら
、
そ
れ
は
人
々
の
聞
に
必
定
的
一
致
に
遣
し
符
な
い
と
一
一
員

ふ
。
個
人
的
世
界
観
主
一
一
一
回
ふ
言
葉
が
己
に
世
堺
観
の
何
た
る
か
を
知
ら
ぬ
こ
と
や
-
表
明
す
る
。
個
人
の
眼
力
に
で

ど
う
し
て
世
界
観
が
求
め
得
ら
れ
よ
う
。
世
界
観
は
人
生
の
境
涯
た
る
世
間
生
活
に
拘
束
さ
れ
な
い
で
、
人
生
の

通
相
た
る
汎
人
生
活
に
於
て
求
め
得
ら
れ
る
。
世
間
生
活
の
中
に
て
最
も
局
限
さ
れ
た
る
個
人
に
よ
っ
て
懐
か
れ

る
世
界
観
は
小
児
の
世
界
観
に
外
な
ら
な
い
。
耶
蘇
の
世
界
畑
慨
が
耶
蘇
個
人
の
も
の
で
あ
る
と
し
仁
な
ら
ば
、
ど

う
し
て
耶
蘇
に
従
っ
て
同
じ
世
界
観
を
謹

4
も
の
が
輩
出
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
世
間
を
分
析
し
て
不
可
分
態
に

ま
で
遣
し
た
個
人
が
懐
く
世
界
観
が
、
世
間
生
活
を
導
く
政
策
の
判
定
に
就
て
必
定
的
一
致
の
基
礎
色
な
り
得
な



い
と
一
一
一
一
口
ふ
と
品
、
こ
れ
ま
た
飴
り
に
も
嘗
一
然
の
こ
と
う
一
三
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

人
冷
の
債
値
判
定
に
必
定
的
一

致
を
見
得
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
個
値
判
定
の
性
質
か
ら
来
る
の
で
は
な
〈

F

僻
ト
パ
主
藷
の
立
掛
か
ら
来

F
U

で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
劃
立
階
級
た
る
二
大
個
人
の
聞
に
も
準
用
山
マ
ら
れ
得
る
。

中
心
を
離
れ
て
八
方
に
別
れ
往
く
人
々
の
問
に
は
一
同
に
曾
合
す
る
機
曾
が
来
な
い
。
中
心
に
向
っ
て
曾
A
口し

来
る
人
冷
の
聞
に
は
必
定
的
一
致
が
約
束
さ
れ
る
。
個
人
主
義
者
の
聞
に
は
岡
民
政
策
に
就
て
一
致
す
る
必
然
の

基
礎
が
な
い
。
岡
民
主
義
者
の
問
で
は
、
方
法
や
手
段
に
就
て
所
見
が
分
れ
よ
う
と
も
、
政
策
の
事
行
に
就
て
は

一
致
の
可
能
性
炉
確
認
事
れ
る
。
閣
民
政
策
の
科
型
的
問
究
に
枕
て
は
岡
民
主
義
者
の
聞
に
於
て
の
み
必
定
的
一

致
が
成
立
す
芯
止
す
同
ふ
こ
'
ど
だ
け
に
て
必
要
H
A

つ
充
分
で
あ
る
。
古
良
邸
付
、
入
の
計
略
は
四
十
七
士
の
問
に
一
般

し
て
ゐ
た
が
、
ぞ
れ
は
他
の
奮
赤
穂
務
士
の
聞
に
於
て
一
致
す
る
筈
も
な
い
が
、
ま
た
一
致
せ
?
と
も
一
向
益
支

イ
ギ

y
ス
・
、
ド
イ
ツ
の

な
い
。
日
本
の
経
持
政
策
に
闘
し
て
は
、

日
本
因
民
の
一
致
さ
へ
あ
れ
ば
充
分
で
あ
り
、

園
氏
ま
で
一
致
し
て
京
市
な
〈
と
も
、
政
策
研
究
は
立
振
に
行
は
れ
る
。
去
に
日
本
岡
氏
の
中
で
も
総
て
の
岡
民
主

義
者
の
聞
に
於
て
必
定
的
一
致
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
に
て
皐
問
的
研
究
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
こ

の
場
合
に
個
人
主
義
者
や
階
級
主
義
者
が
一
致
の
圏
内
に
ス
ら
な
い
と
言
ふ
こ

E
は
、
少
し
も
政
策
皐
の
成
立
に

と
っ
て
理
班
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
一
見
す
れ
ば
皐
聞
の
黛
涙
性
の
や
う
に
見
え
、
ま
た
マ

Y
主
-
u
y

ス
ト

は
血
中
聞
の
築
祝
性
を
唱
へ
る
で
あ
ら
う
が
、
政
策
研
究
は
決
し
て
議
限
的
で
は
な
い
。
非
国
民
主
義
者
に
卦
し
て

は
決
し
て
政
策
論
へ
の
一
致
を
求
め
得
ら
れ
る
む
の
で
な
れ
¥
彼
等
を
無
親
し
で
も
政
策
の
科
率
的
研
究
は
可
能

政
策
肝
究
に
就
ナ

第
閉
十
巻

ム
F、

第

披

ムノ、



政
策
研
究
に
就
マ

第
問
卜
血
骨

ノ、

i'H 

第

放

六
四

で
あ
る
と
一
一
日
ふ
こ
と
は
、
世
間
科
皐
の
一
に
る
闘
民
科
墜
の
特
徴
正
す
る
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
排
他
的
で

は
な

t
、
自
立
自
衛
の
主
張
で
あ
る
。

五

政
策
研
究
に
於
て
園
民
意
志
の
白
畳
を
前
提
と
す
る
と
聞
く
者
は
、
或
は
皐
問
研
究
に
特
仁
か
¥
一
る
要
請
が
刑
事

げ
ら
れ
る
こ
と
を
怪
な
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
疑
は
、
串
間
研
究
に
あ
っ
て
は
研
究
主
惜
と
研
究
客
躍
と
が
そ
れ

そ
れ
の
轡
科
に
於
て
正
し
〈
適
隠
し
た
り
れ
ば
な
ら
ぬ
ど
一
一
一
日
ふ
こ
と
佐
了
解

rる
な
ら
ば
、
自
ら
解
消
さ
れ
る
刊
し

め
ら
う
。
十
見
に
ま
仁
そ
の
紺
仁
蹴
ふ
る
者
以
一
七
び
政
策
の
賀
純
じ
翻
刻
せ
よ
。
政
策
施
行
の
同
に
常
る
者
は
必

子
園
民
意
志
|
|
適
切
に
は
園
家
主
士
山
!
ー
ー
の
立
場
に
居
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
要
請
せ
ら
れ
る
。
事
賃
上

個
人
意
志
や
階
級
意
志
の
立
場
か
ら
司
法
や
行
政
や
立
法
の
局
に
嘗
る
者
も
あ
る
だ
ら
う
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
政

策
の
謬
つ
仁
施
行
者
と
し
て
早
晩
そ
の
地
位
か
ら
迫
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
岡
家
意
志
の
立
場
は
最
下
一
級
の
八
公

務
員
に
ま
で
要
請
ぎ
れ
て
一
の
除
外
例
も
な
い
。
政
策
を
行
ふ
者
が
然
り
と
せ
ば
、
政
策
を
岡
山
ふ
者
も
ま
た
同
一

の
立
場
に
立
に
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
桐
人
意
志
や
階
級
意
志
の
立
場
か
ら
考
へ
た
政
策
論
は
何
の
樺
戚
も
持
た

宇
、
能
〈
己
を
知
る
者
は
一
初
か
ら
政
一
策
の
科
皐
的
研
究
を
不
可
能
と
見
て
ゐ
る
。
個
人
意
志
や
階
級
意
志
の
立
場

に
在
っ
て
園
民
政
策
佐
研
究
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
意
志
生
活
の
軌
道
を
異
に
す
る
が
故
に
決
し

τ貨
施
さ
る
べ

き
政
策
と
は
な
り
得
な
い
。
賞
施
不
可
能
の
政
策
論
を
試
み
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
宜
は
異
の
政
策
論
を
考
へ
て
ゐ

な
い
こ
と
〉
な
る
。
固
家
意
志
に
即
し
て
政
策
を
行
ふ
こ
と
が
営
然
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
じ
〈
岡
家
意
志
に
卸

し
て
政
策
を
思
ふ
こ
と
も
ま
に
雷
然
で
あ
る
。



a

政
策
研
究
に
於
て
特
に
強
調
し
た
い
こ
と
は
思
想
と
行
動
と
の
主
韓
的
一
致
で
あ
る
。
知
る
も
の
と
錦
す
も
の

と
或
は
思
ふ
も
の
と
行
ふ
も
の
と
が
一
致
し
な
け
れ
ば
.
知
っ
て
矯
し
思
っ
て
行
ふ
こ
と
〉
は
な
ら
ぬ
。
知
れ
ど

も
矯
さ
中
魚
せ
ど
も
知
ら
A
V
と
一
一
員
ふ
こ
と
は
、
人
の
人
た
る
所
以
の
意
志
が
未
熟
又
は
不
具
な
る
こ
と
を
語
る
の

で
あ
る
。
思
ひ
知
れ
ば
直
ち
に
行
ひ
翁
ず
や
う
に
二
者
が
一
貫
す
る
生
活
を
替
ひ
と
-
一
コ
ロ
ふ
こ
と
は
.
古
か
ら
心
あ

る
者
の
念
願
と
す
る
所
で
あ
る
。
こ
の
知
に
於
て
否
人
の
見
解
は
極
め
て
簡
単
明
瞭
で
あ
る
。
剖
ち
知
る
・
も
の
と

舟
す
も
の
左
が
同
一
の
主
瞳
で
あ
る
主
事
は
、
知
る
こ
と
は
矯
す
こ
と
で
あ
り
、
矯
す
こ
と
は
知
る
こ
と
h

な

る
。
四
一
の
主
惜
で
あ
れ
ぽ
、

己
に
一
設
す
る
と
-
一
一
一
日
ふ
に
も
及
ぱ
な
い
。

勿
論
思
想
げ
か
識
し
な
い
聞
と
か
意
士
山
の

決
執
力
炉
開
捌
い
l
-
1
1
F

は
決
断
が
鈍
hJ百

土
に
行
動
に
訓
ず
る
外
部
の
拭
抗
，
か
帰
い
と
き
は
準
出
に
臨
ん
で
臨
時
す

じ
か
し
そ
れ
ら
は
政
策
研
究
に
と
っ

τ
は
第
ご
義
的
の
志
の
で
あ
h
J
h

者
は
恐
れ
品
?
と
言
ふ
一
旬
を
念
宇
れ
ば
足
る
。

そ
の
知
は
智
者
は
惑
は
や
男

寸

1

3

る
穴
ら
う
c

7

Y
キ
ジ
ズ
ム
で
は
理
論
と
賞
践
L
」
の
解
誼
法
的
統

一
伝
唱
へ
る
。
五
口
人
は
迂
路
を
避
け
て
我
が
古
代
思
想
が
ゴ
一
三
日
は
事
な
り
」
と
見
に
直
路
を
執
る
。
こ
れ
は
言
語
卸

陽
明
皐
で
は
良
知
を
致
し
て
知
行
合
一
に
遣
す
と
詑
き
、

ち
事
行
と
見
る
の
で
あ
っ
て
、
五
日
人
は
政
策
研
究
の
根
擦
を
こ
の
表
現
に
求
め
る
。
我
等
が
他
人
に
向
っ
て
話
し

か
け
る
ど
き
に
は
、
ー
我
が
懐
〈
思
想
を
表
示
し
て
相
手
方
に
同
じ
思
想
を
懐
か
し
め
よ
う
と
す
る
言
語
と
我
が
情

意
を
表
示
し
て
相
手
方
の
行
動
を
喚
ぴ
起
こ
そ
う
と
す
る
要
請
と
の
ニ
つ
の
場
合
が
あ
る
。
言
葉
で
あ
っ
て
も
要

請
は
己
に
一
種
の
行
動
で
あ
り
、
行
動
と
並
ぶ
思
想
は
言
論
の
巾
に
存
す
る
。
言
説
p
p
」
事
行
と
の
一
致
が
謂
ゆ
る

言
行
一
致
で
あ
る
が
、
そ
の
基
礎
は
知
る

6
の
と
急
す
・
6
の
と
が
同
一
主
韓
た
る
所
に
あ
る
の
つ
一
一
日
は
事
な
り
」
と

政
策
排
気
に
就
で

第
四
十
巻

プZ
:E. 

第

披

六
五



政
策
前
究
に
就
て

第
四
十
巻

-、」、
」
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第
一
説

六
大

言
ふ
表
現
は
、
総
盟
主
義
を
持
せ
る
古
代
日
本
人
の
率
直
な
る
思
想
表
現
で
あ
る
。

政
策
の
研
究
は
園
民
意
志
に
卸
し
て
行
は
れ
得
る
と
せ
ば
、
こ
の
仕
事
は
岡
家
機
闘
に
於
て
行
は
れ
る
こ
と
が

最
も
殻
果
的
で
あ

ιぅ
。
現
に
政
黛
政
治
の
本
場
と
謂
は
れ
た
イ
ギ

9
ス
に
於
て
き
へ
、
重
要
な
る
岡
策
に
就
て
は

特
に
研
究
機
闘
と
し
て
の
政
策
調
査
委
員
舎
が
設
け
ら
れ
、
委
員
曾
の
研
究
の
成
果
は
岡
策
決
定
の
重
黙
と
な
っ

で
ぬ
る
。
岡
策
研
究
機
闘
を
も
持
た
な
い
で
徒
ら
に
政
権
の
守
経
営
事
と
す
る
政
諸
政
治
炉
問
吊
し
て
範
を
イ
ギ
リ

ス
に
採
る
と
言
へ
る
忙
ら
う
か
。
今
の
日
本
一
か
イ
ギ

9
3
に
敵
ふ
べ
き
附
却
は
、
政
築
政
舶
で
は
な
〈

τwこ
の
闘
の

樺
戚
め
る
岡
策
研
究
機
闘
で
あ
ら
う
3

今
日
困
策
研
究
機
闘
の
最
も
整
っ
て
ゐ
る
園
は
ロ
ジ
ヤ
で
あ
ら
う
。
そ
の
他

の
欧
米
の
諸
岡
と
言
へ
ど
も
.
園
策
の
研
究
を
忽
か
に
し
て
閤
民
生
活
の
立
直
し
を
企
岡
し
て
ゐ
る
聞
は
恐
ら
く

な
い
で
あ
ら
う
。
久
し
く
欧
米
模
倣
を
喜
ん
だ
日
本
が
何
故
に
こ
の
意
義
め
る
模
倣
を
敢
て
し
な
い
の
で
あ
る
か
。

皐
者
に
政
策
を
論
争
る
樺
戚
あ
り
や
否
や
は
久
し
〈
皐
者
間
に
問
題
・
と
さ
れ
て
来
た
。
皐
者
は
皐
問
研
究
を
任

務
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
策
論
が
一
の
皐
聞
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
皐
者
が
こ
れ
eg
論
じ
得
な
い
筈
は
な
い
。
故

に
こ
の
問
題
は
畢
寛
政
策
論
は
皐
聞
な
り
や
と
言
ふ
こ
と
〉
同
意
義
と
な
り
、
債
値
判
定
論
争
の
や
う
な
討
議
と

な
る
。
唯
だ
こ
の
場
合
に
烈
し
い
論
守
口
か
起
つ
に
こ
と
は
、
人
ヤ
が
徒
ら
に
方
法
論
守
に
耽
り
、
研
究
方
法
を
選

定
す
る
研
究
主
義
が
先
づ
確
立
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
言
ふ
肝
心
の
勅
に
気
付
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

撃
者
に
政
策
を
論
中
る
植
戚
あ
り
や
否
や
は
問
題
で
な

t
、
問
題
は
皐
者
が
如
何
な
る
見
地
に
立
っ
と
き
椎
戚
あ

る
政
策
論
を
試
み
得
る
や
に
あ
る
。
非
園
民
主
義
の
皐
者
な
ら
ば
、
如
何
に
研
究
方
法
に
通
じ
研
究
能
力
に
秀
で

居
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
始
め
か
ら
政
策
研
究
の
操
っ
て
立
つ
べ
き
地
盤
を
持
た
な
い
の
で
あ
る
。


